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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】外装体と内装パッドとを有するおむつにおいて
、股部における内装パッドの幅方向の嵩張りを抑制する
とともに、内装パッドに設けられた一対の起立部を、高
い位置に起立させることができる技術を、提供する。
【解決手段】使い捨ておむつ１は、シート状の外装体１
０と、外装体１０の肌側の面に接着剤で接合された内装
パッド２０と、を備えている。接着剤の幅方向の分布領
域は、少なくとも股部において、吸収体２３と略同一ま
たは吸収体２３より狭くなっている。このため、外装体
１０に対して、パッド本体部２４の両側部を起立させ、
パッド本体部２４を、上向きに開いた凹形状とすること
ができる。これにより、股部におけるパッド本体部２４
の幅方向の嵩張りが、抑制される。また、内装パッド１
０の両側部に設けられた一対の起立部２５ｂを、より高
い位置に起立させることができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者の腹面に宛がわれる前身頃部と、着用者の尻面に宛がわれる後身頃部と、前記前
身頃部および前記後身頃部を繋ぐ幅狭の股部と、を有するおむつであって、
　外装体と、
　前記外装体の肌側面に、接着剤を介して接合された内装パッドと、
を備え、
　前記内装パッドは、
　　吸収体を有するパッド本体部と、
　　前記パッド本体部の両側部において、前記パッド本体部の肌側面に対して起立可能に
設けられた一対の起立部と、
を有し、
　少なくとも前記股部において、前記接着剤の幅方向の分布領域が、前記吸収体と略同一
または前記吸収体より狭いおむつ。
【請求項２】
　請求項１に記載のおむつであって、
　前記股部において、前記パッド本体部は、
　　吸収体が配置された第１領域と、
　　前記第１領域の幅方向外側に位置する第２領域と、
を有するおむつ。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のおむつであって、
　前記吸収体は、前記股部において幅方向に括れた形状を有しているおむつ。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれかに記載のおむつであって、
　前記外装体は、
　　着用者の脚周りにおいて収縮力を発生させる脚周り用弾性部材
を有し、
　前記脚周り用弾性部材と、前記接着剤の分布領域とが、部分的に重なり、
　前記脚周り用弾性部材と重なる位置において、前記接着剤の幅方向の分布領域が、前記
吸収体と略同一または前記吸収体より狭いおむつ。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までのいずれかに記載のおむつであって、
　前記外装体は、
　　着用者の胴周りにおいて収縮力を発生させる胴周り用弾性部材
を有し、
　前記胴周り用弾性部材と、前記接着剤の分布領域とが、重ならないおむつ。
【請求項６】
　請求項１から請求項４までのいずれかに記載のおむつであって、
　前記外装体は、
　　着用者の胴周りにおいて収縮力を発生させる胴周り用弾性部材
を有し、
　前記胴周り用弾性部材と、前記接着剤の分布領域とが、部分的に重なり、
　前記胴周り用弾性部材と重なる位置において、前記接着剤の幅方向の分布領域が、前記
吸収体と略同一または前記吸収体より狭いおむつ。
【請求項７】
　請求項１から請求項６までのいずれかに記載のおむつであって、
　前記前身頃部の幅方向の両端部と、前記後身頃部の幅方向の両端部とが、接合されてい
て、パンツ状の外形を有するおむつ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着用者から排泄される体液を吸収するおむつに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、着用者から排泄される尿等の体液を吸収するおむつが知られている。このような
おむつの例として、特許文献１には、吸収性本体と、該吸収性本体の非肌当接面側に配さ
れた外装体とからなるおむつが、記載されている。特許文献１では、吸収性本体と外装体
とが、接着剤により接着されている。また、特許文献１では、吸収性本体の左右両側部に
、長手方向へ延びる第１立体ガードおよび第２立体ガードが、形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４０２４１９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１では、吸収性本体と外装体とが、吸収性本体の両側部におい
て、接着剤により互いに接着されている。このため、特許文献１の構造では、おむつの股
下部において、吸収性本体が幅方向に嵩張りやすい、という問題がある。また、特許文献
１の構造では、外装体に対して、第１立体ガードおよび第２立体ガードを高い位置に起立
させることが困難である、という問題もある。
【０００５】
　そこで、本発明は、外装体と内装パッドとを有するおむつにおいて、股部における内装
パッドの幅方向の嵩張りを抑制するとともに、内装パッドに設けられた一対の起立部を、
高い位置に起立させることができる技術を提供することを、目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本願の第１発明は、着用者の腹面に宛がわれる前身頃部と、
着用者の尻面に宛がわれる後身頃部と、前記前身頃部および前記後身頃部を繋ぐ幅狭の股
部と、を有するおむつであって、外装体と、前記外装体の肌側面に、接着剤を介して接合
された内装パッドと、を備え、前記内装パッドは、吸収体を有するパッド本体部と、前記
パッド本体部の両側部において、前記パッド本体部の肌側面に対して起立可能に設けられ
た一対の起立部と、を有し、少なくとも前記股部において、前記接着剤の幅方向の分布領
域が、前記吸収体と略同一または前記吸収体より狭い。
【０００７】
　本願の第２発明は、第１発明のおむつであって、前記股部において、前記パッド本体部
は、吸収体が配置された第１領域と、前記第１領域の幅方向外側に位置する第２領域と、
を有する。
【０００８】
　本願の第３発明は、第１発明または第２発明のおむつであって、前記吸収体は、前記股
部において幅方向に括れた形状を有している。
【０００９】
　本願の第４発明は、第１発明から第３発明までのいずれかのおむつであって、前記外装
体は、着用者の脚周りにおいて収縮力を発生させる脚周り用弾性部材を有し、前記脚周り
用弾性部材と、前記接着剤の分布領域とが、部分的に重なり、前記脚周り用弾性部材と重
なる位置において、前記接着剤の幅方向の分布領域が、前記吸収体と略同一または前記吸
収体より狭い。
【００１０】
　本願の第５発明は、第１発明から第４発明までのいずれかのおむつであって、前記外装
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体は、着用者の胴周りにおいて収縮力を発生させる胴周り用弾性部材を有し、前記胴周り
用弾性部材と、前記接着剤の分布領域とが、重ならない。
【００１１】
　本願の第６発明は、第１発明から第４発明までのいずれかのおむつであって、前記外装
体は、着用者の胴周りにおいて収縮力を発生させる胴周り用弾性部材を有し、前記胴周り
用弾性部材と、前記接着剤の分布領域とが、部分的に重なり、前記胴周り用弾性部材と重
なる位置において、前記接着剤の幅方向の分布領域が、前記吸収体と略同一または前記吸
収体より狭い。
【００１２】
　本願の第７発明は、第１発明から第６発明までのいずれかのおむつであって、前記前身
頃部の幅方向の両端部と、前記後身頃部の幅方向の両端部とが、接合されていて、パンツ
状の外形を有する。
【発明の効果】
【００１３】
　本願の第１発明～第７発明によれば、外装体に対して、パッド本体部の両側部を起立さ
せ、パッド本体部を、上向きに開いた凹形状とすることができる。これにより、股部にお
けるパッド本体部の幅方向の嵩張りが、抑制される。また、パッド本体部の両側部を起立
させることにより、一対の起立部を、より高い位置に起立させることができる。
【００１４】
　特に、本願の第２発明によれば、パッド本体部の第２領域を起立させることができる。
第２領域は、第１領域より剛性が低いため、良好に起立する。
【００１５】
　特に、本願の第３発明によれば、吸収体が股部において括れているため、着用者の股間
における吸収体の嵩張りを、抑制できる。また、起立部を高い位置に起立させることによ
り、着用者の体液を、吸収体の括れた部分へ、良好に導くことができる。
【００１６】
　特に、本願の第４発明によれば、接着剤による脚周り用弾性部材の収縮力の低下を、抑
制できる。
【００１７】
　特に、本願の第５発明によれば、接着剤による胴周り用弾性部材の収縮力の低下を、抑
制できる。
【００１８】
　特に、本願の第６発明によれば、接着剤による胴周り用弾性部材の収縮力の低下を、抑
制できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】使い捨ておむつの斜視図である。
【図２】使い捨ておむつを、展開した状態で肌側から見た平面図である。
【図３】使い捨ておむつを、図２中のIII－III位置から見た断面図である。
【図４】変形例に係る使い捨ておむつを、展開した状態で肌側から見た平面図である。
【図５】変形例に係る使い捨ておむつを、展開した状態で肌側から見た平面図である。
【図６】変形例に係る使い捨ておむつを、展開した状態で肌側から見た平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の一実施形態について、図面を参照しつつ説明する。
【００２１】
　＜１．使い捨ておむつの構造＞
　図１は、本発明の一実施形態に係る使い捨ておむつ１の斜視図である。図２は、使い捨
ておむつ１を、展開した状態で肌側から見た平面図である。また、図３は、使い捨ておむ
つ１を、図２中のIII－III位置から見た断面図である。
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【００２２】
　この使い捨ておむつ１は、着用者の腹面に宛がわれる前身頃部１ａと、着用者の尻面に
宛がわれる後身頃部１ｂと、前身頃部１ａおよび後身頃部１ｂを繋ぐ幅狭の股部１ｃと、
を有する、パンツ型のおむつである。以下では、前身頃部１ａ、股部１ｃ、および後身頃
部１ｂが連なる方向を「長手方向」と称し、長手方向に直交しかつ使い捨ておむつ１の表
面に沿う方向を「幅方向」と称する。
【００２３】
　図１～図３に示すように、使い捨ておむつ１は、前身頃部１ａ、股部１ｃ、および後身
頃部１ｂに亘って広がるシート状の外装体１０と、股部１ｃ付近において、外装体１０の
肌側の面に接合された内装パッド２０と、を備えている。
【００２４】
　外装体１０は、一対の外装シート１１，１２と、両シート１１，１２の間に介在する複
数の弾性部材１３ａ，１３ｂ，１４ａ，１４ｂと、を有する。一対の外装シート１１，１
２は、いずれも、前身頃部１ａから後身頃部１ｂにかけて長手方向に延び、その中間に位
置する股部１ｃにおいて、幅方向にくびれた形状となっている。また、肌側に配置された
外装シート１１の外側面と、外側に配置された外装シート１２の肌側面とが、接着剤（図
示省略）により、接合されている。
【００２５】
　一対の外装シート１１，１２は、例えば、プラスチックフィルムにより、構成される。
また、一対の外装シート１１，１２は、疎水性繊維（ポリプロピレン、ポリエチレン、ポ
リエステル、ポリアミド、ナイロン等）を用いた撥水性の不織布により、構成されていて
もよい。
【００２６】
　図１に示すように、前身頃部１ａの両側部と、後身頃部１ｂの両側部とは、互いに接合
されている。具体的には、着用者の左右の腰部付近において、外装体１０の側部同士が、
熱溶着または超音波溶着により、接合されている。これにより、使い捨ておむつ１に、着
用者の脚を通す２つの脚用開口部１ｄ，１ｅと、着用者の胴を通す１つの胴用開口部１ｆ
とが、形成されている。
【００２７】
　脚用開口部１ｄ，１ｅの前後には、複数本の脚周り用弾性部材１３ａ，１３ｂが、設け
られている。脚周り用弾性部材１３ａ，１３ｂには、例えば、ポリウレタンゴムや、天然
ゴムが、使用される。脚周り用弾性部材１３ａは、一対の脚用開口部１ｄ，１ｅの前方の
縁部に沿って延びるとともに、その間において、股部１ｃを幅方向に横切るように、延び
ている。また、脚周り用弾性部材１３ｂは、一対の脚用開口部１ｄ，１ｅの後方の縁部に
沿って延びるとともに、その間において、股部１ｃを幅方向に横切るように、延びている
。脚周り用弾性部材１３ａ，１３ｂは、２枚の外装シート１１，１２の間に、接着剤（図
示省略）で固定されている。
【００２８】
　使い捨ておむつ１の製造時には、脚周り用弾性部材１３ａ，１３ｂが、自然長よりも伸
長された状態で、外装シート１１，１２の間に、取り付けられる。このため、脚周り用弾
性部材１３ａ，１３ｂは、脚用開口部１ｄ，１ｅの縁部を収縮させる弾性力を、発生させ
る。着用者が使い捨ておむつ１を着用したときには、脚周り用弾性部材１３ａ，１３ｂの
収縮力により、脚用開口部１ｄ，１ｅの縁部が、着用者の脚周りにフィットする。
【００２９】
　また、前身頃部１ａおよび後身頃部１ｂには、幅方向に延びる複数本の胴周り用弾性部
材１４ａ，１４ｂが、設けられている。胴周り用弾性部材１４ａ，１４ｂには、例えば、
ポリウレタンゴムや、天然ゴムが、使用される。胴周り用弾性部材１４ａ，１４ｂは、２
枚の外装シート１１，１２の間に、接着剤（図示省略）で固定されている。
【００３０】
　使い捨ておむつ１の製造時には、胴周り用弾性部材１４ａ，１４ｂが、自然長よりも伸
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長された状態で、外装シート１１，１２の間に、取り付けられる。このため、胴周り用弾
性部材１４ａ，１４ｂは、前身頃部１ａおよび後身頃部１ｂを、幅方向に収縮させる弾性
力を、発生させる。着用者が使い捨ておむつ１を着用したときには、胴周り用弾性部材１
４ａ，１４ｂの収縮力により、前身頃部１ａおよび後身頃部１ｂが、着用者の胴周りにフ
ィットする。
【００３１】
　内装パッド２０は、着用者の股間に宛がわれて、着用者から排泄される尿を吸収する部
位である。内装パッド２０は、肌側に配置された液透過性のトップシート２１と、外側に
配置された液不透過性のバックシート２２と、両シート２１，２２の間に介在する吸収体
２３と、を備えたパッド本体部２４を有している。使い捨ておむつ１の着用者から排泄さ
れた尿は、トップシート２１を通過するが、バックシート２２より外側へは浸透せず、ト
ップシート２１とバックシート２２との間において、吸収体２３に吸収保持される。
【００３２】
　トップシート２１は、例えば、疎水性繊維（ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエス
テル、ポリアミド、ナイロン等）の表面を界面活性剤により処理して液透過性とした不織
布により、構成される。なお、トップシート２１は、親水性繊維（セルロース、レーヨン
、コットン等）を用いた不織布により、構成されていてもよい。
【００３３】
　バックシート２２は、例えば、プラスチックフィルムにより、構成される。なお、バッ
クシート２２は、疎水性繊維（ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、ポリアミ
ド、ナイロン等）を用いた撥水性の不織布により、構成されていてもよい。
【００３４】
　吸収体２３は、トップシート２１とバックシート２２との間に、接着剤（図示省略）で
固定されている。吸収体２３は、例えば、粉砕したパルプ繊維やセルロース繊維などの親
水性繊維と、粒状の高吸収性ポリマー（Superabsorbent Polymer：ＳＡＰ）とを混合した
塊を、ティッシュペーパーなどの紙シートまたは透液性不織布シートで被覆したものであ
る。なお、吸収体２３は、高吸収性ポリマーのみをシート状に成形したものであってもよ
い。
【００３５】
　図２に示すように、吸収体２３は、股部１ｃにおいて幅方向に括れた形状を、有してい
る。これにより、着用者の股間における吸収体２３の嵩張りが抑制され、着用者が、より
自由に脚を動作させることができるようになっている。
【００３６】
　また、内装パッド２０は、側方への尿漏れを防止するための一対のサイドシート２５を
、有している。一対のサイドシート２５は、例えば、疎水性繊維（ポリプロピレン、ポリ
エチレン等）を用いた撥水性の不織布により、構成される。一対のサイドシート２５は、
パッド本体部２４の両側部において、長手方向に延びている。
【００３７】
　サイドシート２５は、パッド本体部２４に接合された基端部２５ａと、パッド本体部２
４の肌側面に対して起立可能に設けられた起立部２５ｂと、を有する。基端部２５ａは、
トップシート２１の肌側面に、接着剤（図示省略）で接合されている。起立部２５ｂは、
その長手方向の両端部のみが、基端部２５ａの肌側面に、接着剤（図示省略）で接合され
ている。また、起立部２５ｂには、長手方向に延びる複数本の起立用弾性部材２５ｃが、
設けられている。起立用弾性部材２５ｃには、例えば、ポリウレタンゴムや、天然ゴムが
、使用される。
【００３８】
　使い捨ておむつ１の製造時には、起立用弾性部材２５ｃが、自然長よりも伸長された状
態で、サイドシート２５の起立部２５ｂに、取り付けられる。このため、起立用弾性部材
２５ｃは、サイドシート２５の起立部２５ｂを、長手方向に収縮させる弾性力を発生させ
る。



(7) JP 2011-177427 A 2011.9.15

10

20

30

40

50

【００３９】
　また、パッド本体部２４は、外装シート１１の肌側面に、接着剤３０で接合されている
。接着剤３０には、例えば、ホットメルトタイプの接着剤が、使用される。接着剤３０は
、外装シート１１とパッド本体部２４との間の、長手方向に延びる帯状の領域（図２にお
いて、破線のクロスハッチングで示した領域）に、設けられている。
【００４０】
　図２に示すように、接着剤３０は、吸収体２３の括れた部分よりも、幅方向内側に分布
している。すなわち、接着剤３０の幅方向の分布領域は、股部１ｃにおいて吸収体２３が
存在する幅方向の領域よりも、狭くなっている。パッド本体部２４のうち、接着剤３０よ
り幅方向外側の部分は、外装体１０に接合されておらず、外装体１０の肌側の面に対して
、立ち上がり可能となっている。
【００４１】
　起立用弾性部材２５ｃが収縮すると、図３のように、パッド本体部２４の接着剤３０よ
り幅方向外側の部分と、サイドシート２５の起立部２５ｂとが、外装体１０の肌側の面に
対して、立ち上がる。このとき、パッド本体部２４が、上向きに開いた凹形状となるため
、パッド本体部２４の幅方向の嵩張りが、抑制される。また、サイドシート２５の基端部
２５ａも、外装体１０に対して、立ち上がった状態となる。このため、サイドシート２５
の起立部２５ｂは、パッド本体部２４の全体が倒伏している場合より、高い位置において
起立する。
【００４２】
　このように、内装パッド２０は、パッド本体部２４の側部とサイドシート２５とで構成
された、一対の堰を形成する。これにより、着用者から排泄された尿の、側方への漏れが
防止される。また、起立したサイドシート２５は、着用者から排泄された尿を、吸収体２
３の括れた部分へ導く役割も果たす。
【００４３】
　また、図３に示すように、パッド本体部２４は、股部１ｃにおいて、吸収体２３が配置
された第１領域２４ａと、第１領域２４ａの幅方向外側に位置する第２領域２４ｂと、を
有する。第２領域２４ｂの剛性は、吸収体２３を有する第１領域２４ａの剛性より、低い
。このため、第２領域２４ｂは、外装体１０に対して、特に良好に起立する。
【００４４】
　また、本実施形態では、脚周り用弾性部材１３ａ，１３ｂは、パッド本体部２４の下方
位置を、幅方向に横切って延びている。したがって、脚周り用弾性部材１３ａ，１３ｂと
、接着剤３０の分布領域とが、部分的に重なっている。しかしながら、股部１ｃにおける
接着剤３０の幅方向の分布領域は、吸収体２３より狭くなっている。このため、脚用開口
部１ｄ，１ｅの縁部においては、接着剤３０による脚周り用弾性部材１３ａ，１３ｂの収
縮力の低下は、生じにくい。よって、脚用開口部１ｄ，１ｅの縁部は、着用者の脚周りに
、良好にフィットする。
【００４５】
　また、図２に示すように、本実施形態では、胴周り用弾性部材１４ａ，１４ｂと、接着
剤３０の分布領域とが、重なっていない。このため、接着剤３０による胴周り用弾性部材
１４ａ，１４ｂの収縮力の低下は、生じにくい。よって、胴用開口部１ｆの縁部は、着用
者の胴周りに、良好にフィットする。
【００４６】
　本実施形態のようなパンツ型の使い捨ておむつ１は、特に、歩行可能な着用者に適して
いる。このため、着用者の脚の運動自由度を向上させるため、着用時の股部１ｃの幅が狭
くなるように、設計されることが好ましい。ただし、股部１ｃの幅を単純に狭く設計する
と、サイドシート２５の幅も、その分狭く設計されることとなる。そうすると、サイドシ
ート２５を高く起立させることが、困難となる。この点、本実施形態の使い捨ておむつ１
は、パッド本体部２４を上向きに開いた凹形状とし、それにより、パッド本体部２４の幅
方向の嵩張りを抑制することと、起立部２５ｂを高い位置に起立させることとの、双方を
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実現し得るものとなっている。
【００４７】
　＜２．変形例＞
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上記の実施形態に限定される
ものではない。
【００４８】
　上記の実施形態では、接着剤３０は、長手方向の一方の端部から他方の端部にかけて、
一定の幅を有していた。しかしながら、例えば、図４のように、長手方向の両端部におい
て、接着剤３０の幅が、広がっていてもよい。接着剤３０の幅方向の分布領域は、少なく
とも股部１ｃにおいて、吸収体２３と略同一、または吸収体２３より狭ければよい。
【００４９】
　ただし、上記の実施形態のように、接着剤３０の幅が一定であれば、長手方向の両端部
においても、外装体１０と内装パッド２０との、相互の拘束が抑制される。このため、上
記の実施形態の方が、内装パッド２０を前後に弓状に湾曲させやすく、起立部２５ｂをよ
り良好に起立させやすいと言える。
【００５０】
　また、上記の実施形態では、胴周り用弾性部材１４ａ，１４ｂと接着剤３０の分布領域
とが重なっていなかった。しかしながら、例えば、図５のように、胴周り用弾性部材１４
ａ，１４ｂと接着剤３０の分布領域とが、部分的に重なっていてもよい。この場合、接着
剤３０は、長手方向の両端部付近（すなわち、胴回り用弾性部材１４ａ，１４ｂと接着剤
３０とが重なる位置）においても、その幅方向の分布領域が、吸収体２３と略同一、また
は吸収体２３より狭いことが、好ましい。そのようにすれば、接着剤３０による胴周り用
弾性部材１４ａ，１４ｂの収縮力の低下を、抑制できる。
【００５１】
　また、上記の実施形態では、接着剤３０は、帯状の領域に連続的に塗布されていた。し
かしながら、接着剤３０は、間欠的に分布していてもよい。例えば、図６のように、接着
剤３０が、幅方向に間欠的に塗布され、全体としてストライプ状に分布していてもよい。
【００５２】
　また、上記の実施形態では、起立部２５ｂは、パッド本体部２４を構成するシート（ト
ップシート２１及びバックシート２２）とは異なるシート（サイドシート２５）で構成さ
れていた。しかしながら、起立部は、パッド本体部を構成するシートの一部（例えばバッ
クシート）を延設したものであってもよい。
【００５３】
　また、上記の実施形態では、パッド本体部２４のうち、吸収体２３が配置されていない
第２領域２４ｂを、主として立ち上げていた。しかしながら、吸収体２３を有する第１領
域２４ａの両側部も、外装体１０に対して立ち上がるようになっていてもよい。
【００５４】
　また、上記の実施形態では、前身頃部１ａの両側部と後身頃部１ｂの両側部とが接合さ
れた、パンツ型の使い捨ておむつ１について説明した。しかしながら、本発明のおむつは
、外装体と内装パッドとを有する、他のタイプのおむつであってもよい。例えば、前身頃
部の両側部と後身頃部の両側部とが、予め接合されておらず、着脱可能なファスニングテ
ープ（例えば、面ファスナー）によって、前身頃部と後身頃部とを、着用者の胴回りに固
定する、いわゆるテープ止めタイプの使い捨ておむつであってもよい。
【００５５】
　また、本発明のおむつは、使い捨てでない再利用可能なおむつであってもよい。また、
本発明のおむつは、成人を対象としたものであってもよく、幼児を対象としたものであっ
てもよい。また、本発明のおむつは、尿だけではなく、軟便等の他の体液をも吸収するも
のであってもよい。
【００５６】
　また、以上の実施形態や変形例に登場する各要素を、適宜に組み合わせてもよい。
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【符号の説明】
【００５７】
　１　使い捨ておむつ
　１ａ　前身頃部
　１ｂ　後身頃部
　１ｃ　股部
　１ｄ，１ｅ　脚用開口部
　１ｆ　胴用開口部
　１０　外装体
　１１，１２　外装シート
　１３ａ，１３ｂ　脚周り用弾性部材
　１４ａ，１４ｂ　胴回り用弾性部材
　２０　内装パッド
　２１　トップシート
　２２　バックシート
　２３　吸収体
　２４　パッド本体部
　２４ａ　第１領域
　２４ｂ　第２領域
　２５　サイドシート
　２５ａ　基端部
　２５ｂ　起立部
　２５ｃ　起立用弾性部材
　３０　接着剤

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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